
まめ知識
（4）（5）（5）

質
疑　
令
和
４
年
度
予
算
編
成

に
当
た
り
重
視
し
た
点
は
。
ま

た
、
４
年
連
続
で
前
年
度
比
マ

イ
ナ
ス
と
し
た
予
算
の
特
徴
は
。

答
弁　
令
和
４
年
度
予
算
編
成

に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
、
徹

底
し
た
事
業
費
の
削
減
、
重
点

事
業
の
積
極
的
な
推
進
、
人
件

費
の
圧
縮
の
３
つ
を
基
本
方
針

に
掲
げ
、
市
内
経
済
の
活
性
化

と
市
民
福
祉
の
充
実
に
向
け
て
、

限
ら
れ
た
財
源
を
い
か
に
効
率

良
く
、
い
か
に
効
果
の
あ
る
事

業
に
配
分
す
る
か
を
重
視
し
た
。

　
ま
た
、
福
祉
や
教
育
、
子
育

て
支
援
な
ど
の
市
民
生
活
に
寄

り
添
う
施
策
に
手
厚
く
配
分
し
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
に
対
応
し
つ
つ
、
「
新
し

い
高
崎
」
の
活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
の
実
現
に
向
け
た
新
た
な

政
策
も
展
開
で
き
る
手
堅
い
予

算
編
成
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

質
疑
　
児
童
相
談
所
整
備
事
業

の
内
容
と
今
後
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
令
和
４
年
度
は
児
童
相

談
所
準
備
室
を
設
置
し
、
本
市

独
自
の
「
行
動
す
る
児
童
相
談

所
」
に
ふ
さ
わ
し
い
人
材
の
確

保
な
ど
に
取
り
組
む
。
ま
た
建

設
予
定
地
の
測
量
や
建
物
の
設

計
な
ど
を
行
い
、
令
和
７
年
度

中
の
開
設
に
向
け
て
、
し
っ
か

り
と
準
備
を
進
め
て
い
き
た
い
。

質
疑
　
中
心
市
街
地
の
活
性
化

を
図
る
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
や
施

策
へ
の
取
り
組
み
は
。

答
弁　
多
く
の
来
場
者
で
に
ぎ

わ
う
高
崎
ま
つ
り
や
だ
る
ま
市

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
状
況
を

注
視
し
つ
つ
、
こ
れ
ま
で
の
経

験
を
生
か
し
、
状
況
に
応
じ
た

対
策
を
徹
底
し
た
上
で
開
催
し

た
い
。
ま
た
、
各
団
体
が
長
年

取
り
組
ん
で
い
る
イ
ベ
ン
ト
活

動
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
多

く
の
人
が
利
用
す
る
お
店
ぐ
る

り
ん
タ
ク
シ
ー
な
ど
の
施
策
を

継
続
し
、
中
心
市
街

地
の
に
ぎ
わ
い
の
創

出
に
つ
な
げ
た
い
。

市
民
ク
ラ
ブ

高
橋
　
美
奈
雄
　
議
員

質
疑　
コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
し
て

い
る
中
心
市
街
地
の
活
性
化
に

向
け
た
取
り
組
み
は
。

答
弁　
多
く
の
市
内
業
者
が
コ

ロ
ナ
禍
の
影
響
を
受
け
て
い
る

こ
と
か
ら
、
市
内
経
済
を
活
性

化
さ
せ
る
た
め
、
子
育
て
応
援

商
品
券
や
お
で
か
け
食
事
券
の

配
布
な
ど
の
事
業
を
い
ち
早
く

実
施
し
た
こ
と
で
、
一
定
の
効

果
が
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。

　
引
き
続
き
、
よ
り
良
い
支
援

策
を
検
討
し
な
が
ら
、
活
性
化

に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
疑　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
防
止
に
は
、
持

続
的
な
対
応
が
で
き
る
保
健
所

の
運
営
体
制
や
行
政
保
健
師
の

存
在
が
不
可
欠
で
あ
る
と
考
え

る
が
、
今
後
の
方
針
は
。

答
弁　
新
規
陽
性
者
等
へ
の
対

応
や
ワ
ク
チ
ン
接
種
体
制
の
さ

ら
な
る
強
化
の
た
め
、
令
和
４

年
度
は
保
健
所
の
職
員
を
３
人

増
員
す
る
ほ
か
、
全
庁
的
な
応

援
体
制
を
確
立
し
た
い
と
考
え

て
い
る
。
ま
た
行
政
保
健
師
に

つ
い
て
も
、
必
要
な

人
材
の
確
保
と
適
正

な
配
置
に
努
め
た
い
。

公
　
明
　
党

小
野
　
聡
子
　
議
員

質
疑　
子
育
て
Ｓ
Ｏ
Ｓ
サ
ー
ビ

ス
事
業
は
大
変
好
評
で
あ
る
が
、

予
約
が
取
り
に
く
い
な
ど
の
声

も
あ
る
。
支
援
を
必
要
と
す
る

人
が
必
要
な
と
き
に
利
用
が
で

き
る
よ
う
、
体
制
を
整
備
す
る

考
え
は
。

答
弁　
本
事
業
は
、
令
和
元
年

度
の
事
業
開
始
か
ら
延
べ
７
５

０
０
件
の
子
育
て
世
代
の
人
が

利
用
し
て
い
る
。
利
用
が
増
加

傾
向
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
令
和

４
年
度
は
職
員
を
増
員
し
て
、

当
日
の
予
約
や
利
用
が
で
き
る

よ
う
な
体
制
を
目
指
し
、
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

質
疑　
障
害
者
農
業
就
労
施
設

整
備
事
業
の
目
的
と
概
要
は
。

答
弁　
事
業
の
目
的
は
、
障
害

の
あ
る
子
ど
も
の
親
亡
き
後
を

考
え
、
障
害
者
が
生
産
活
動
に

従
事
で
き
、
個
人
の
収
入
が
少

し
で
も
上
が
る
よ
う
な
就
労
施

設
を
整
備
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　
付
加
価
値
の
高
い
生
産
物
で

あ
る
メ
ロ
ン
の
水
耕
栽
培
を
就

労
の
場
と
し
て
考
え
て
お
り
、

令
和
４
年
度
は
土
地
の
購
入
、

測
量
お
よ
び
造
成
の

ほ
か
、
施
設
の
設
計

を
行
う
。

新
　
風
　
会

時
田
　
裕
之
　
議
員

日常生活を送る上で医療的なケアと医療機器を必要とする子どものこと。ケアには、人工呼吸器の装着やたん
の吸引などがある。

●医療的ケア児

質
問　
障
害
や
発
達
の
悩
み
が

あ
る
子
ど
も
を
持
つ
保
護
者
同

士
の
横
の
つ
な
が
り
が
大
切
と

考
え
る
が
、
本
市
の
支
援
は
。

答
弁　
長
期
に
わ
た
る
看
護
や

療
養
な
ど
に
よ
り
、
保
護
者
は

多
く
の
不
安
や
悩
み
を
抱
え
て

い
る
。
こ
れ
ら
を
少
し
で
も
解

消
す
る
た
め
、
同
じ
境
遇
に
あ

る
保
護
者
同
士
が
情
報
交
換
や

交
流
を
通
じ
て
気
分
転
換
等
が

で
き
る
場
も
必
要
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
場
を

提
供
で
き
る
よ
う
、
関
係
部
署

や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
支
援

の
充
実
に
努
め
て
い
く
。

質
問　
障
害
の
あ
る
子
ど
も
や
、

成
人
し
た
障
害
者
の
い
る
家
族

の
介
護
疲
れ
を
支
援
す
る
Ｓ
Ｏ

Ｓ
サ
ー
ビ
ス
制
度
の
創
設
は
。

答
弁　
医
療
的
ケ
ア
児
や
障
害

の
あ
る
子
ど
も
に
対
し
て
は
、

児
童
発
達
支
援
サ
ー
ビ
ス
や
放

課
後
等
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
。

ま
た
、
居
宅
介
護
サ
ー
ビ
ス
に

よ
る
身
体
介
護
や
家
事
援
助
の

ほ
か
、
日
中
一
時
支
援
に
よ
る

預
か
り
支
援
や
移
動
支
援
な
ど
、

既
存
の
公
的
サ
ー
ビ
ス
が
充
実

し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
適
切
に

活
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、
保
護

者
の
介
護
負
担
の
軽

減
を
図
る
こ
と
が
で

き
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問　
多
胡
碑
の
周
辺
に
は
多

く
の
遺
跡
が
眠
っ
て
お
り
、
発

掘
調
査
が
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、

令
和
３
年
度
の
調
査
成
果
と
令

和
４
年
度
の
計
画
は
。

答
弁　
令
和
３
年
度
で
11
回
目

と
な
る
多
胡
碑
周
辺
遺
跡
の
調

査
で
は
、
多た

胡ご

郡ぐ
ん

正し
ょ
う

倉そ
う

跡あ
と

の
隣

接
地
で
奈
良
時
代
の
も
の
と
見

ら
れ
る
溝
を
調
査
し
、
古
墳
時

代
の
銅
鏡
や
ガ
ラ
ス
小
玉
な
ど

を
発
見
し
た
。
令
和
４
年
度
も

発
掘
調
査
を
継
続
し
、
多
胡
碑

や
多
胡
郡
正
倉
跡
と
同
じ
奈
良

時
代
の
遺
構
の
有
無
を
確
認
し

た
い
と
考
え
て
い
る
。

質
問　
多
胡
碑
記
念
館
で
行
っ

た
銅
鏡
の
展
示
に
つ
い
て
、
市

民
か
ら
の
反
響
は
。
ま
た
、
史

跡
上
野
国
多
胡
郡
正
倉
跡
の
土

地
の
取
得
状
況
は
。

答
弁　
多
胡
碑
記
念
館
で
の
銅

鏡
の
展
示
は
、
約
２
週
間
で
千

人
を
超
え
る
入
館
者
数
を
記
録

し
て
お
り
、
市
民
の
関
心
の
高

さ
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、
多

胡
郡
正
倉
跡
の
土
地
取
得
に
つ

い
て
は
、
令
和
３
年
度
か
ら
史

跡
指
定
地
の
買
い
上
げ
を
行
っ

て
お
り
、
順
調
に
進
ん
で
い
る
。

　
今
後
も
地
元
住
民
や
地
権
者

の
理
解
を
得
な
が
ら
、

事
業
を
進
め
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

き
の
合
理
化
や
迅
速
化
を
図
る

こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

質
問　
市
内
３
校
の
学
校
体
育

館
に
エ
ア
コ
ン
の
設
置
が
計
画

さ
れ
て
い
る
が
、
設
置
す
る
学

校
の
選
定
理
由
は
。
ま
た
、
設

置
す
る
エ
ア
コ
ン
設
備
は
ど
の

よ
う
な
も
の
か
。

答
弁　
エ
ア
コ
ン
を
設
置
す
る

予
定
の
３
校
は
、
避
難
所
開
設

の
頻
度
が
高
い
井
野
川
流
域
の

高
南
中
学
校
、
令
和
元
年
の
台

風
19
号
で
増
水
し
た
烏
川
・
鏑

川
流
域
の
南
八
幡
中
学
校
と
鏑

川
流
域
の
吉
井
西
中
学
校
を
予

定
し
て
お
り
、
近
年
の
災
害
に

お
い
て
避
難
者
の
多
か
っ
た
地

域
の
学
校
を
選
定
し
て
い
る
。

ま
た
エ
ア
コ
ン
設
備
は
、
さ
ま

ざ
ま
な
方
式
を
比
較
し
て
、
導

入
費
用
や
維
持
管
理

も
含
め
、
最
適
な
も

の
を
設
置
し
た
い
。

質
問　
本
市
に
お
け
る
電
子
地

域
通
貨
導
入
の
目
的
と
効
果
は
。

答
弁　
電
子
地
域
通
貨
導
入
の

目
的
は
、
本
市
で
こ
れ
ま
で
に

交
付
し
た
市
内
店
舗
で
利
用
で

き
る
子
育
て
応
援
商
品
券
や
お

で
か
け
食
事
券
な
ど
の
紙
媒
体

の
ク
ー
ポ
ン
と
同
様
で
、
市
内

経
済
の
活
性
化
の
支
援
で
あ
る
。

ま
た
導
入
に
よ
り
、
市
内
経
済

の
活
性
化
の
ほ
か
、
事
務
手
続

一般質問のあらましを質問者順に掲載しています。　※会派は、令和４年３月現在で掲載しています。

一般質問市政を問う
議員が市政全般について、その事務の執行状況や将来の方針等の報告・
説明を求めたり質問したりすることをいい、毎定例会で行われます。

総括質疑のあらましを大会派順に掲載しています。　※会派は、令和４年３月現在で掲載しています。

総括質疑審議に向けて
議題となっていることについて、賛否等の判断が可能となるように不明
確な点や詳しく知りたい点を問いただすことをいいます。新年度予算や
市長の施政方針に対して、各会派の代表者が行います。

谷た
に
が
わ川 

留る

み

こ
美
子

（
無
所
属
）

医
療
的
ケ
ア
児
と
障
害
や
発
達
の
悩
み
が
あ
る

子
育
て
を
支
援
す
る
環
境
づ
く
り

樋ひ
ぐ
ち口 

哲て
つ
ろ
う郎

（
新
風
会
）

多
胡
碑
周
辺
遺
跡

大お
お
か
わ
ら

河
原 
吉よ

し
あ
き明

（
新
風
会
）

本
市
に
お
け
る
電
子
地
域
通
貨
導
入

　

地
域
と
共
に
あ
る
学
校
づ
く
り

電子決済による買い物

感染症対策を徹底して開催しただるま市


